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※ みずほ信託銀行株式会社 証券代行部　 フリーダイヤル：0120-288-324  〒168-8507 東京都杉並区和泉２-８-４

事 業 年 度

定時株主総会

株主確定基準日 

公 告 方 法

株主名簿管理人

当社公式ＷＥＢサイトに掲載します。
(http://www.dainichi-net.co.jp/)
ただし、 事故その他やむを得ない
事由によって電子公告を行うこと
ができない場合は、 日本経済新聞
に掲載いたします。
東京都中央区八重洲一丁目２番１号
みずほ信託銀行株式会社

●　氏名、住所などのご変更
●　単元未満株式の買取 ・ 買増請求
●　配当金の受取方法、振込先のご変更
●　郵便物の発送 ・ 返戻に関するお問い合わせ
●　未払配当金に関するご照会

※みずほ信託銀行証券代行部
にお問い合わせください。

※みずほ信託銀行
証券代行部に
お問い合わせください。

【証券コード：5951】

第55期 上半期のご報告(               )
株  主  通  信

http://www.dainichi-net.co.jp/
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株主の皆様におかれましては、 平素より格別の
ご厚情を賜り、誠にありがたくお礼申しあげます。

当第 2 四半期累計期間 （平成２９年４月１日～平成
29 年９月30日）におけるわが国経済は、 政府による
経済政策や日銀の金融緩和を背景に企業収益や雇用
情勢は緩やかな回復基調で推移しました。

しかしながら、 国内では住宅建設が弱含んできた
ことに加え、 海外経済の不確実性や金融資本市場の
変動の影響には留意が必要で、景気の先行きについて
は依然として不透明な状況が続いております。

こうしたなかにあって当社は、市場や住環境の変化
に対応した商品開発に取り組んでまいりました。

主力商品であります石油暖房機器では、 お客様の
要望に即した商品開発を行ない、 全10タイプ32機種
の商品を発売して冬の需要期に備えております。

加湿器におきましては、 3シリーズ17機種を発売し
販売店への導入を進めました。

当第２四半会計期間は、暖房機器及び加湿器は販売

店への商品導入期のため売上は僅少でありますが、
石油暖房機器の輸出が減少したものの、 国内向けに
おいて量販店の導入及び高付加価値商品の出荷が順
調に進み、売上は前年同期実績を上回りました。

また、 主に研究開発費の増加により販売管理費が
増加したことから営業損失と経常損失は前年同期
実績より拡大しました。四半期純損失につきましては、
税効果会計の影響により、前年同期実績より赤字幅が
縮小しました。

株主の皆様におかれましては、 引き続きご支援の
ほどよろしくお願い申しあげます。

当第 2 四半期累計期間の業績は、 売上高は 48 億
43 百万円 （前年同期比 2.6％増）、 営業損失は 2 億
73百万円（同43百万円増）、 経常損失は１億９１百万円
（同７２百万円増）、 四半期純損失は１億４８百万円（同
１９百万円減）となりました。

第５５期におきましては、売上高187億円、営業利益
８億円、 経常利益８億円、 当期純利益５億円を見込んで
おります。

業績は原油価格の動向や冬期の気候条件などにも
影響されますが、 当社商品への期待は根強いものが
あると実感しております。

通期目標の達成に向けて全力で取り組んでまいり
ますので、 今後とも一層のご支援、ご鞭撻を賜ります
ようお願い申しあげます。

平成29年11月　代表取締役社長　吉井　久夫
新しく生み出す技術を核に

役立つ商品を開発するとともに、

販売してくださる小売店様を大切にし、

お客様には長く愛情を持って

使い続けていただきたい。

こうした思いは、当社の全ての仕事を

支える基本理念となっています。
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●記念セレモニーの様子

こちらからご覧いただけます。
https://goo.gl/xYFPc1

●加湿器「ターボ運転」編●加湿器「ターボ運転」編

●家庭用石油ファンヒーター「消臭宣言」編●家庭用石油ファンヒーター「消臭宣言」編

平成29年度秋冬のCMは男性プレゼ
ンターが今年の新機能をPRします！

BSジャパン　毎週金曜18：00～
「ガイアの夜明け」
BSジャパン　毎週木曜19：55～
「開運！なんでも鑑定団」
テレビ東京系列11月26日（日）19：54～
「緊急SOS！池の水ぜんぶ抜く大作戦」

放送予定

ブルーヒーター累計生産台数3,000万台
達成記念「新之助」プレゼントキャンペーン

ブルーヒーターの累計生産台数
3,000 万台達成を記念して、 抽選で
3,000 名様に新潟の新しいブランド
米「新之助」（5kg）が当たるプレゼン
トキャンペーンを実施しております。

対象商品は「消臭宣言」を搭載した
3タイプ計16機種、全国の主要家電
量販店約 2,200 店舗にて展開して
おります。

「新之助」キャンペーン Web サイト
 https://www.dainichi-net.co.jp/campaign.html

HD-242 HD-RX517

FW-3317KE FW-3717SDR

月

月

月

ChannelDainichi
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平成２９年 4 月にブルーヒーターが累計生産台数 3,000 万台を達成しました。

昭和４６年に業務用石油ストーブ、 昭和５５年には家庭用石油ファンヒーターを生産

開始、その間多くのお客様にご愛顧いただきました。

はじめは従業員６１名で年間 3,100 台を生産していましたが、 今では約５００名、 年間

約 120 万台を生産するまでに成長しました。

これからも皆様に確かな品質の商品をお届けできるよう、努力をつづけてまいります。

ブルーヒータ
ー誕生の豆知

識

ＦＭ-2開発の
きっかけ。

気化式石油風呂釜の釜をはずしてストー

ブとして使用している人からヒントを得

てＦＭ-2 を開発しました。

頭文字のＦはＦ
ｉｒｅ(火)のF

。

ダイニチ工業の前身である東陽技研の時代からＦで始

まる機種はストーブ、Ｒで始まる機種はバーナと、大ま

かなルールがありました。

Ｆには Fire（火）、Flame（炎）、Fine（精密）などの

意味があります。

ＦＭタイプに温
風ファンを取り

付けた理由。

社内でストーブの周囲に人が集まるから、天板に湯の

みや灰皿を置けないか、と思ったのがそもそもの発端

でした。
試しにファンを取り付けてみたら、モーターは熱くな

らないし、温風も広範囲に広がり、とても良いとのこ

とで商品化をすることになりました。

年間生産台数 累計生産台数

（平成23年度）433 名●（平成23年度）433 名●

（平成25年度）496 名●（平成25年度）496 名●

新卒大量採用と
臨時社員の社員登用

（平成17年度）
365 名●

新卒大量採用と
臨時社員の社員登用

（平成17年度）
365 名●
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家庭用燃料電池システム生産受託のため増員家庭用燃料電池システム生産受託のため増員

家庭用石油ファンヒーター
生産拡大による採用増

（昭和56年度）
170 名●

家庭用石油ファンヒーター
生産拡大による採用増

（昭和56年度）
170 名●

（昭和46年度） 
61 名●

（昭和46年度） 
61 名●

　新卒大量採用と臨時社員の社員登用
（昭和60年度）
211 名●

　新卒大量採用と臨時社員の社員登用
（昭和60年度）
211 名●

生産増により中途採用を実施
（昭和63年度）
248 名●

生産増により中途採用を実施
（昭和63年度）
248 名●

春の定期採用開始
（昭和52年度）
122 名●

春の定期採用開始
（昭和52年度）
122 名●

家庭用石油ファ
ンヒーター

10年連続シェ
アＮｏ.1

●179 万台
大寒波による
生産増

（平成17年度）

●179 万台
大寒波による
生産増

（平成17年度）

●84 万台
通年生産開始
で生産増

（平成７年度）

●84 万台
通年生産開始
で生産増

（平成７年度）

●1,000 万台
（平成14年度）

●1,000 万台
（平成14年度）

●2,000 万台
（平成21年度）

●2,000 万台
（平成21年度）

●174 万台
震災による
生産増

（平成23年度）

●174 万台
震災による
生産増

（平成23年度）

●100 万台
（平成13年度）

●100 万台
（平成13年度）

「ブルーヒーター」と命名し、業務用石油ストーブFM-2 発売（昭和46年度）

「ブルーヒーター」と命名し、業務用石油ストーブFM-2 発売（昭和46年度）

家庭用石油ファンヒーターＦＡ－３２発売（昭和55年度）

家庭用石油ファンヒーターＦＡ－３２発売（昭和55年度）

東京事務所設立営業所展開開始（昭和58年度）

東京事務所設立営業所展開開始（昭和58年度）

00

量販専用機種FX-221 発売（昭和62年度）

量販専用機種FX-221 発売（昭和62年度）

３年保証導入（平成10年度）
３年保証導入（平成10年度）

低価格販売でシェア拡大（平成11年度）

低価格販売でシェア拡大（平成11年度）

家電各社撤退でシェア拡大（平成19年度）

家電各社撤退でシェア拡大（平成19年度）

●提案制度導入
●提案制度導入

●QC 導入●QC 導入

●3,000万
台

（平成29年度4月）
●3,000万

台
（平成29年度4月）
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いよいよ平成29年度の新商品が販売開始となりました。
今年度も豊富なラインナップを揃え冬の需要期に備えております。

ＫＥタイプ ＲＸシリーズ
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株式の状況

所有者別株式比率

株
株
名

発行可能株式総数
発行済株式の総数
株主数

1株当たりの配当金の推移

営業活動によるキャッシュ ・フロー

投資活動によるキャッシュ ・フロー

財務活動によるキャッシュ ・フロー

現金及び現金同等物に係る換算差額

現金及び現金同等物の増減額 (△は減少 )

現金及び現金同等物の期首残高

現金及び現金同等物の四半期末残高

流動資産
固定資産
　有形固定資産
　無形固定資産
　投資その他の資産
資産合計
　流動負債
　固定負債
負債合計
　株主資本
　評価 ・換算差額等
純資産合計
負債純資産合計

当第２四半期
会計期間

平成29年９月30日現在

前事業年度

当第２四半期
会計期間

ダイニチ工業株式会社
Dainichi Co.,Ltd.
〒950-1295
新潟県新潟市南区北田中780番地 6
昭和39年４月１日
40億 5,881万円
505名

社 名
英文社名
本 社

設 立
資 本 金
従業員数

会社概要

（　　　　　　　　　　　　　　　 　）平成29年４月１日

平成29年9月30日

～

（　　　　　　　　　　　　　　　 　）平成29年４月１日

平成２９年9月30日

～ （　　　　　　　　　　　　　　　 　）～平成２8年４月１日

平成２８年9月30日

54,767,100
19,058,587

3,686

41.34%
個人・その他

29.67%
その他国内法人

13.90%
金融機関

自己名義株式

平成２９年３月31日現在 （　　　　　　　　　　　　　　　 　）平成２8年４月１日

平成28年9月30日

～
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（円） 2222222222
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22

△6，414，251

△96，388

△388，470

△1，276

△6，900，387

11，895，475

4，995，087

当第２四半期
累計期間

大株主（上位１０位）

（注）当社は自己株式を 1,375,129株保有しておりますが、
上記の大株主からは除外しております。なお、持株比率は
発行済株式の総数から自己株式を除いて計算しております。

株主名 持株数（千株） 持株比率（％）

550

650

750

850 当社株価
（円）

7.21%

前第２四半期
会計期間

前第２四半期
会計期間


